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保護者の皆様、いつもお世話になっております。
今年度も半年が過ぎ、秋の深まりを感じるようになったかと思いましたら急に
寒くなり一気に冬がやってきたかのように思います。

前回、「正」という漢字でお話しましたので校訓続きで、今回は「忍」という
漢字について考えてみたことをご紹介します。

「忍」という漢字は、「刃」と「心」で成り立っています。
まず、「刃」という漢字は、「刀」に「、」で成り立っています。「刀」の一部分
を意味しています。「刀」の一部に焼きを入れて、何度も叩いて、形を整え、水
で急冷して、よく切れるようにした部分が「刃」（やいば）。「刃」をつくる過程
で、何度も叩いて鍛える工程で硬く強くなっていきます。（やいば）「刃」を「心」
の中に秘め、「刀」の「刃」を相手に向けず（逆に刃を自分に向ける）にいるイ
メージ。

辛いことや困難に直面しても、人を傷つけず、人に（やいば）「刃」を向けず、
心に秘め、目立たずに努力を続けることや感情を抑えることも意味しているの
ではないかと思います。
では来月は「創」についてです。

今月初めに新たに生徒昇降口の左上部にご覧のように看板を設置しました。
1学期に設置した看板の後日の活躍を掲げました。該当する部活動の生徒はもち
ろんのこと、全校生徒に活躍を誇りに思うのと同時に、切磋琢磨してそれ以上
の活躍を目指して欲しいという思いで看板を設置しました。


